
 市議会の定例議員勉強会が10月28

日に行われ、ハローワーク上越の小

林康夫所長が、｢上越管内の雇用状

況と傾向、人材不足の課題｣と題し

て講演しました。 

 小林氏は膨大な量の資料を準備し

て、上越管内の雇用状況や年代ごと

の労働者の人数、求人と求職の状況

などを詳しく説明しました。 

 その中で注意を引いた一つは、求

人倍率です。求人倍率は昨年度1.68

倍とある程度高い水準を維持してお

り、職種によっては人材不足が顕著

とのことです。 

 そしてもう一つは、外国人労働者

数(右グラフ)です。人材不足を埋め

るように年々増えていることがわか

ります。まさに外国人労働者に支え

られており、共生社会の重要な一員

であるというのが上越の現状です。 
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 市議会人口減少社会対策特別委員会では、10月6･7の

両日行政視察として岩手県の二戸市と青森県の八戸市

を訪ねました。 

 双方とも人口減少に悩んでおり、様々な施策を実行

しています。今回はその施策について学んだわけです

が、その事業の多さ、一つ一つの中身の豊かさに感銘

を受けてきました。 

 二戸市では、子育て支援だけでもインフルエンザ予

防接種費用助成をはじめ実に様々な施策を実施し、だ

れでも安心して子育てができるようになっています。 

 八戸市では、移住定住の促進に力を入れており、移

住者には夫婦と子ども2人で400万円が支給されるな

ど、かなりの大盤振る舞いになっています。 

 両市ともこのように覚悟を決めた施策を展開してお

り、善し悪しはともかく、まさに｢本気度｣が感じられ

ました。当市においても“本気”の施策が求められます。 

 中川市長の任期は11月8日までですの

で、翌日からは新市長の小菅氏が職務に

つきます。 

 これまでは、市民の暮らしをどのよう

にしていくのかというビジョンがわかり

にくいままの市政でしたので、これから

はぜひ市民生活をどう支えていくのか、

はっきりと示してほしいものです。 

 ところで、小菅氏の初登庁は10日とのこと。

就任は9日のはずですが、9日が日曜日なので

10日ということなのでしょう。しかし、9日に

地震などの自然災害が起きたら、指揮はだれが

執ることになるのでしょうか。9日から任期な

のですから、新市長が執務すべきではないかと

思います。 
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